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「
神
の
愛
」
は
「
御
大
切
」

今
年
は
信
徒
発
見
百
五
十
周
年
、
高
山
右
近

帰
天
四
百
周
年
、
原
爆
七
十
周
年
と
言
っ
た
「
記

念
の
年
」
に
当
た
り
ま
す
。
「
記
念
」
は
共
同

体
の
意
識
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
保

持
し
、
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
記
念
は
、
忘

れ
て
は
い
け
な
い
出
来
事
を
指
し
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
の
教
え
の
中
で
も
記
念
す
べ
き
、
忘
れ

て
は
い
け
な
い
「
言
葉
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
現
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
愛
」
に
当
た
り
、

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
は
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い

た
「
御
大
切
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
大
事
な
言
葉
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
書
物
の
翻
訳
に
関
わ
っ
た
日
本
人
が
選
ん
だ

の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
、
ザ
ビ
エ
ル
が
十
六
世

紀
の
日
本
に
伝
え
た
「
神
の
愛
」
が
、
当
時
の

日
本
人
に
「
御
大
切
（
ご
た
い
せ
つ
）
」
と

〝
翻
訳
〟
さ
れ
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

を
各
種
の
文
献
に
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
チ
カ
ン
に
あ
る
「
バ
レ
ト
写
本
」

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
書
物
、
「
バ
レ
ト
写
本
」

（
一
五
九
一
年･

注
）
に
、
「
イ
エ
ス
の
御
母

と
御
大
切
に
思
し
召
す
弟
子
を
御
覧
あ
っ
て 

サ
ン
タ･

マ
リ
ヤ
に
、
如
何
に
女
人
そ
の
身
の

子
を
見
ら
れ
よ
。
弟
子
に
、
汝
の
母
は
こ
れ
な

り
」
と
あ
り
ま
す
。
新
約
聖
書
の
ヨ
ハ
ネ
福
音

書
で
「
愛
す
る
弟
子
」
（
ヨ
ハ
ネ
十
九･

二
六
）

と
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
「
御
大
切
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味

は
確
実
に
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
分
か
り
や
す
く

な
お
か
つ
、
深
い
意
味
を
持
つ
「
御
大
切
」
は

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

（
注
）
「
バ
レ
ト
写
本
」
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
マ
ヌ
エ

ル･

バ
レ
ト
神
父
が
、
天
正
四
少
年
使
節
と
と
も
に
来
日
。

長
崎
県
大
村
で
日
本
語
習
得
の
た
め
、
要
理
書
、
聖
人
伝

な
ど
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
式
綴
り
ロ
ー
マ
字
で
筆
写
し
た
。
写

本
は
天
草
の
コ
レ
ジ
オ
や
日
々
の
祈
り
に
使
わ
れ
た
。
バ

レ
ト
神
父
は
一
六
二
〇
年
、
江
戸
近
郊
で
五
六
歳
で
帰
天
。

『
お
ら
し
ょ
の
翻
訳
』
（
一
六
〇
〇
年
）
に
、

「
ス
ピ
リ
ツ
・
サ
ン
ト
〔
聖
霊
〕
は
御
親
と
御

子
よ
り
出
で
、
互
い
の
御
大
切
に
て
ま
し
ま
す
。
」

と
説
明
さ
れ
ま
す
。
『
懺
悔
録
』
（
一
六
三
二

年
）
に
、
三
位
一
体
に
つ
い
て
、
「
そ
の
御
一

体
は
三
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
ス
、
御
親
と
、
御
親
の

御
子
と
、
ま
た
、
御
親
と
御
子
の
互
い
の
御
大

切
で
ご
ざ
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。
神
様
の
交
わ

り
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
難

し
い
概
念
も
普
通
に
使
う
言
葉
を
用
い
て
キ
リ

シ
タ
ン
の
教
え
が
広
が
り
ま
し
た
。

御
大
切
と
大
切
の
使
い
分
け

こ
の
言
葉
は
要
理
書
に
も
多
く
使
わ
れ
ま
し

た
。
『
ど
ち
り
い
な･

き
り
し
た
ん
』
（
一
五

九
一
年
）
に
は
、
「
先
ず
我
等
に
対
せ
ら
れ
て

の
御
大
切
の
深
く
甚
だ
し
き
ほ
ど
を
知
ら
し
め

玉
ふ
を
も
っ
て
、
デ
ウ
ス
を
御
大
切
に
存
ず
る

事
も
ふ
か
ゝ
ら
ん
が
為
也
。
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
、
同
じ
「
御
大
切
」
を
使
っ
て

人
間
の
応
答
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
と
神
様
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
見
事
に
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

マ
リ
ア
様
に
つ
い
て
も
「
御
大
切
」
が
用
い

天
草
で
印
刷
さ
れ
た
ロ
ー
マ
字
の
要
理
書

（
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
蔵
）

ら
れ
ま
し
た
。
『
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
修
業
』
（
一

六
〇
七
年
）
に
、
「
人
に
勝
れ
て
ご
大
切
に
燃

立
ち
給
ふ
御
母
に
は
如
何
で
か
始
め
に
見
え
給

は
ざ
ら
ん
や
？
」
、
ま
た
「
御
主
御
母
に
対
し

ご
丁
寧
を
尽
し
給
ふ
如
く
、
み
弟
子
た
ち
、
そ

の
ほ
か
の
善
人
た
ち
に
も
ご
大
切
を
顕
は
し
給

ふ
こ
と
を
観
ず
べ
し
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

『
さ
ん
た
ま
り
や
の
御
組
』
の
規
定
に
、
「
デ

ウ
ス
の
御
大
切
並
び
に
ホ
ロ
シ
モ
〔
隣
人
〕
の

大
切
、
へ
り
く
だ
り
堪
忍
し
互
い
に
善
を
ば
何

と
も
と
む
べ
き
や
。
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、

あ
え
て
「
御
」
を
付
け
た
神
の
愛
と
付
け
て
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
愛
が
区
別
さ
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
同
じ
源
か
ら
出
て
る
こ

と
が
十
分
に
伝
わ
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
死
は
最
大
の
「
御
大
切
」

秘
跡
と
の
関
連
で
も
や
は
り
御
大
切
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
『
長
崎
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
付

録
』
（
一
六
〇
五
年
）
に
、
「
各
々
の
ア
ニ
マ

を
扶
け
給
は
ん
た
め
、
御
自
身
死
し
給
ふ
は
言

ふ
に
及
ば
ず
、
各
々
の
ア
ニ
マ
の
食
と
な
り
た

ま
ひ
、
こ
の
サ
カ
ラ
メ
ン
ト
〔
秘
跡
〕
を
以
て

並
び
な
き
御
大
切
の
尊
き
し
る
し
を
世
界
に
残

し
置
き
給
ふ
也
。
」
と
あ
り
、
ご
聖
体
に
対
し

て
も
同
じ
語
彙
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

洗
礼
の
秘
跡
を
説
明
す
る
『
ば
う
ち
す
も
の

さ
ず
か
り
』
に
、
「
〔
悔
い
改
め
は
〕
御
大
切

に
存
じ
奉
る
べ
き
デ
ウ
ス
を
、
背
き
奉
り
た
る

所
を
深
く
悲
し
む
べ
し
。
」
と
あ
り
ま
す
。
　

御
大
切
が
、
す
べ
て
を
赦
す

「
御
大
切
」
は
日
本
の
教
会
の
特
徴
を
表
し

ま
す
。
そ
れ
は
大
事
な
言
葉
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
人
の
生
き
方
、
理
想
で
も
あ
り
ま
し
た
。

迫
害
が
緩
か
っ
た
と
き
に
互
い
の
支
え
合
い
、

そ
の
慈
悲
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
を
表
し
ま
し
た
。
迫
害
が
激
し
く
な
っ

て
か
ら
は
、
そ
れ
を
耐
え
て
潜
伏
し
た
共
同
体

の
力
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
迫
害
に
対
し
て
復

讐
や
怨
み
を
表
す
こ
と
な
く
、
「
赦
し
」
の
心

を
持
ち
続
け
た
こ
と
も
、
こ
の
御
大
切
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
、
と
思
い
ま
す
。
殉
教
者
を
模

範
と
仰
ぎ
な
が
ら
、
痛
悔
の
心
を
も
っ
て
神
か

(

次
ペ
ー
ジ
４
段
目
へ) 

St. MIKI LIBRARY

発行日：2015年7月31日／発行者：荒谷 幸二郎／編集者：竹内 光／デザイン：鈴木 博文／題字：山本 廣
イエズス会聖三木図書館
〒102-0083 東京都千代田区麹町6-5-1岐部ホール内 Tel. 03-3262-0364 http://www.jesuits.or.jp/~j_seimikibun/

聖
三
木
図
書
館
ロ
ゴ

イ
エ
ズ
ス
会
の
イ
ル
マ
ン
と
し
て

両
手
を
掲
げ
、
人
々
に
教
え
を
説

く
パ
ウ
ロ
三
木
。

見
せ
し
め
の
た
め
、
他
の
殉
教
者

と
と
も
に
左
耳
を
そ
が
れ
た
。

日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
長   

レ
ン
ゾ･

デ･

ル
カ

時
代
を
貫
い
た
言
葉
「
御
大
切
」
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禁
教
前
に
三
七
万
人
の
キ
リ
シ
タ
ン

徳
川
幕
府
が
全
国
的
な
禁
教
令
を
発
し
た
一

六
一
四
年
一
月
の
時
点
で
、
推
定
で
三
七
万
人

前
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
。
宣
教
当
初
、
農

漁
村
で
は
農
民
や
漁
民
、
都
市
で
は
貧
者
や
病

者
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
り
、
医
者･

学
者･

仏
僧

の
有
識
者
が
僅
か
に
改
宗
し
た
。
一
五
六
三
年
、

肥
前
の
戦
国
大
名
大
村
純
忠
や
平
戸
の
国
人
領

主
た
ち
が
受
洗
し
、
同
年
畿
内
地
方
で
も
国
人

領
主
層
の
改
宗
者
が
多
く
出
た
。
布
教
保
護
状

を
交
付
し
た
将
軍
足
利
義
輝
が
一
五
六
五
年
に

暗
殺
さ
れ
る
と
、
宣
教
師
は
京
都
か
ら
追
放
さ

れ
た
が
、
一
五
六
九
年
フ
ロ
イ
ス
神
父
は
織
田

信
長
の
保
護
を
得
て
都
に
帰
還
し
た
。
翌
年
オ

ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
神
父
が
上
洛
し
、
一
五
七
六

年
畿
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
協
力
で
三
階
建

て
の
南
蛮
寺
、
所
謂
教
会
が
建
っ
た
。
同
教
会

は
都
の
名
所
の
一
つ
と
な
り
、
教
会
前
に
は
赤

と
黒
の
南
蛮
帽(

南
蛮
笠)

を
売
る
店
が
あ
っ
た
。

領
主
層
の
改
宗
が
続
く

一
五
七
六
年
か
ら
一
五
八
五
年
に
か
け
て
領

主
層
の
改
宗
が
続
き
、
九
州
で
は
有
馬
義
直
・

晴
信
父
子
や
大
友
義
鎭(

宗
麟)

、
畿
内
で
は
高

山
右
近
の
勧
め
に
よ
っ
て
牧
村
政
治
・
蒲
生
氏

郷
の
茶
人
仲
間
や
黒
田
孝
高
ら
が
改
宗
し
た
。

右
近
の
高
槻
領
内
で
は
父
ダ
リ
オ
友
照
が
「
慈

悲
の
組
」
を
組
織
し
、
そ
の
組
頭
四
人
を
選
任

し
て
信
者
の
信
仰
の
強
化
、
異
教
徒
の
改
宗
、

貧
者
訪
問
、
死
者
の
埋
葬
等
に
当
た
ら
せ
た
。

一
五
八
三
年
大
坂
城
築
城
後
、
城
下
に
河
内
岡

山
の
教
会
が
移
築
さ
れ
、
同
教
会
が
畿
内
宣
教

の
中
心
と
な
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
準
管
区
長

コ
エ
リ
ョ
が
大
坂
城
に
豊
臣
秀
吉
を
訪
れ
た
の

は
一
五
八
六
年
で
あ
る
。

突
如
下
さ
れ
た
バ
テ
レ
ン
追
放
令

一
五
八
七
年
七
月
、
秀
吉
は
筑
前
博
多
で
突

如
伴
天
連
追
放
令
を
発
し
て
、
高
山
右
近
を
改

易
し
て
領
地
を
没
収
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

や
領
主
の
多
く
は
棄
教
し
、
都
の
南
蛮
寺
を
含

む
多
く
の
教
会
が
壊
さ
れ
た
。
畿
内
や
四
国
に

い
た
宣
教
師
は
九
州
に
下
り
、
表
面
だ
け
棄
教

し
た
有
馬
晴
信
の
領
内
に
お
よ
そ
七
〇
人
の
宣

教
師
、
大
村
喜
前
の
領
内
に
一
五
，
六
人
、
天

草
領
に
六
人
が
潜
伏
し
た
。
潜
伏
し
た
パ
ー
ド

レ
や
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
信
者
た
ち
に
キ
リ
ス
ト

教
理
を
基
礎
か
ら
理
解
さ
せ
、
新
た
な
教
理
の

知
識
を
教
え
始
め
た
。
こ
の
た
め
、
信
仰
を
取

り
戻
し
て
積
極
的
に
祈
り
を
覚
え
て
教
会
に
通

い
始
め
た
者
も
多
く
、
説
教
を
聴
い
て
告
解
を

す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
た

ち
は
、
少
な
く
と
も
年
一
回
告
解
し
、
毎
年
三

度
は
聖
体
拝
領
に
与
り
、
生
命
の
危
険
に
あ
る

病
人
は
終
油
の
秘
跡
を
受
け
る
た
め
に
告
解
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

一
五
九
〇
年
七
月
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
天

正
遣
欧
使
節
四
人
を
伴
い
イ
ン
ド
副
王
使
節
と

し
て
再
来
日
し
た
。
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
一
、

二
期
生
で
あ
る
遣
欧
使
節
は
、
宣
教
師
た
ち
の

福
音
活
動
が
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め

に
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
偉
大

さ
と
繁
栄
ぶ
り
を
日
本
人
に
伝
え
る
語
り
部
と

し
て
遣
わ
さ
れ
た
。
彼
ら
は
帰
国
後
イ
エ
ズ
ス

会
に
入
り
、
三
人
が
司
祭
と
な
っ
た
。
原
マ
ル

チ
ノ
は
追
放
地
マ
カ
オ
で
一
六
二
九
年
に
客
死

し
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
一
六
三
三
年
一
〇
月

長
崎
で
穴
吊
る
し
の
拷
問
を
受
け
て
殉
教
し
た
。

彼
ら
が
リ
ス
ボ
ン
か
ら
招
来
し
た
金
属
活
字
印

刷
機
で
教
理
書
『
ど
ち
り
い
な･

き
り
し
た
ん
』

や
修
養
書
『
コ
ン
テ
ム
ツ
ス･

ム
ン
ヂ
』(

『
キ

リ
ス
ト
の
倣
び
』)

が
印
刷
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ

ン
た
ち
の
信
仰
を
深
め
る
手
立
て
と
な
っ
た
。

殉
教
者
列
伝
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書
』

は
殉
教
に
対
応
す
る
た
め
に
一
五
九
一
年
に
印

刷
さ
れ
た
。

江
戸
、
東
北
で
激
化
す
る
弾
圧

一
五
九
三
年
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
が
来

日
し
京
都
を
中
心
に
医
療
を
も
っ
て
宣
教
活
動

に
従
事
し
た
が
、
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ー
ペ
号
事
件

が
発
生
し
、
一
五
九
七
年
二
月
長
崎･

西
坂
で

同
会
士
六
人
を
含
む
二
六
人
が
殉
教
し
た
。
秀

吉
の
死
後
、
徳
川
家
康
の
マ
ニ
ラ
貿
易
の
仲
介

者
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
シ
コ
会
士
は
一
五
九
九
年

江
戸
に
教
会
を
建
て
、
一
六
〇
二
年
浅
草
・
鳥

越
に
施
療
院
を
開
い
た
。
江
戸
の
教
会
は
一
六

一
二
年
発
令
の
禁
教
令
に
よ
り
壊
さ
れ
、
翌
年

鳥
越
に
小
教
会
が
造
ら
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に

二
八
人
が
殉
教
し
た
。
一
六
一
九
年
京
都
で
キ

リ
シ
タ
ン
の
み
五
三
人
が
火
刑
に
な
り
、
一
六

二
二
年
に
長
崎
で
五
五
人
が
処
刑
さ
れ
、
翌
年

ら
の
「
赦
し
」
を
期
待
し
続
け
る
源
で
も
あ
り

ま
し
た
。
七
世
代
も
信
仰
が
伝
わ
っ
た
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
御
大
切
か
ら
生
じ
た
人
間

に
対
す
る
赦
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
、
私
は
思

い
ま
す
。
聖
パ
ウ
ロ
三
木
が
長
崎･

西
坂
の
十

字
架
上
で
殉
教
す
る
前
の
最
後
の
説
教
が
、
「
赦

し
」
中
心
と
な
っ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
御
大
切
を
受
け
い
れ
、

そ
れ
を
最
後
ま
で
生
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
心
で

あ
り
、
後
の
殉
教
者
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

長
崎･

大
浦
天
主
堂
で
の
百
五
十
年
前
の
「
信

徒
発
見
」
も
、
民
を
見
捨
て
な
い
神
様
が
お
ら

れ
る
信
仰
こ
そ
御
大
切
の
現
れ
で
し
た
。
現
代

の
教
会
も
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
キ
リ
ス
ト
教

の
特
徴
を
表
す
「
言
葉
」
を
探
し
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

江
戸･

札
の
辻
で
五
〇
人
が
殉
教
し
た
。
こ
れ

を
機
に
東
北
で
キ
リ
シ
タ
ン
検
索
が
強
化
さ
れ
、

一
六
二
四
年
二
月
仙
台
広
瀬
川
で
カ
ル
ヴ
ァ
リ

ョ
神
父
を
含
む
七
人
が
殉
教
し
た
。
長
崎
の
住

民
が
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
禁
じ
ら
れ
た
の
は
一

六
二
六
年
で
あ
る
。
宣
教
師
の
日
本
渡
航
は
困

難
に
な
り
、
ロ
ー
マ
帰
り
の
岐
部
ペ
ド
ロ
神
父

は
一
六
三
〇
年
マ
ニ
ラ
か
ら
密
入
国
し
東
北
に

潜
伏
し
た
が
、
島
原
の
乱
後
の
一
六
三
九
年
に

捕
ら
え
ら
れ
て
小
伝
馬
町
の
牢
で
拷
問
死
し
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
増
加
と

        

信
仰
の
深
ま
り

東
京
大
学
名
誉
教
授

      

五
野
井   

史

     叡知と魂の宝庫の源は
    『霊操』と『イエズス会会憲』でした

次良丸 睦子（聖イグナチオ教会信徒）

イエズス会士，聖パウロ三木（1564-1597）は，
日本で最初のキリスト教殉教者でした。伝記によ
ると，左耳をそがれて磔刑に処せられました。そ
れは二人の執行人が両脇から槍で同時に胸を突く
という残酷なものでした。死の間際，彼は群衆に
向かって叫びました。『私は主のように十字架の
上で死ぬことをもって潔しとし，神に感謝します。
主と同じように，私の心も槍で貫かれます。この
地上に流す私の血と私の愛が，主の御国のために，
豊かな実りをもたらしますように』と。三人の日
本人イエズス会士を含む26人は，日本最初の殉教
者たちでした。長崎の西坂の殉教地は，400余年
の歳月を経た現代でも，聖霊が充満した最も神聖
な聖地です。
偉大な殉教者聖パウロ三木の御名を冠する聖三

木図書館は，この聖人にふさわしく，いつも静謐
で清らかな雰囲気が漂い，神と出会うことのでき
る聖なる場所です。この図書館で私は幾多の聖者
と出会いました。一冊の本を手に著者の魂に向か
い合い，これにふれるとき，キリストとの深い霊
的一致と愛の交流が，そして神学の全宇宙的な深
遠な理論が，心の奥に強く迫ってきます。叡知と
魂の宝庫の源は，聖イグナチオ･デ･ロヨラ著すと
ころの『霊操』と『イエズス会会憲』で，まさに
神との出会いでした。『イエズス会会憲』を探し
求めて何年間かの歳月のうちに，時は2011年6月
に起こりました。新しく刊行されたばかりの『イ
エズス会会憲』をご紹介下さったのは，聖三木図
書館長 宗正孝先生でした。おかげ様でイエズス
の聖心会会憲の執筆も一気に進みました。宗先生
には謹んで心より御礼を申し上げます。

声
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き
で
お
こ
な
わ
れ
、
遺
族
へ
の
連
絡
が
つ
い
て

か
ら
実
名
が
発
表
さ
れ
る
と
い
う
英
国
の
慣
例

に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
す
。
そ
の
追
悼
の
言
葉

は
、
戦
死
者
の
勇
気
と
献
身
を
た
た
え
、
そ
の

「
自
己
犠
牲
」
の
精
神
を
忘
れ
な
い
、
と
い
う

決
意
で
し
め
く
く
ら
れ
ま
す
。

わ
が
国
会
も
、
も
っ
て
他
山
の
石
と
す
べ
き
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
山
折 

哲
雄
氏
】
一
九
三
一
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
生
れ
。
岩
手
県
花
巻
出
身
。
東
北
大
学

文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
卒
業
。
同
文
学
部
助
教

授
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
、
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
同
所
長
。
著
書
は

『
神
と
仏
』、『
近
代
日
本
人
の
宗
教
意
識
』、『
親

鸞
を
読
む
』、『
空
海
の
企
て
』
な
ど
。

【
お
知
ら
せ
】

◎
夏
休
み
の
長
期
貸
出
に
つ
い
て

八
月
十
八
日
（
火
）
～
三
十
一
日
（
月
）

ま
で
の
夏
期
休
館
に
伴
い
、
七
月
二
十
八

日
（
火
）
か
ら
長
期
貸
出
を
始
め
ま
す
。

休
館
中
の
返
却
は
入
口
の
返
却
ポ
ス
ト
へ
。

◎
二
〇
一
四
年
十
月
一
日
（
水
）
よ
り
開
館

時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
開
館
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。

月
～
土
　
　
十
一
時
～
十
八
時

日
　
　
　
　
十
時
　
～
十
七
時

休
館
＝
木
曜
、
月
末
の
館
内
整
理
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
、
夏
期
休
暇

【
友
の
会
か
ら
の
お
願
い
】

聖
三
木
図
書
館
友
の
会
の
継
続
更
新
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
更
新
手
続
き
と
会
費
の

納
入
は
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付
け
ま
す
。

◎
年
会
費
＝
一
般
三
〇
〇
〇
円
、
学
生
一
〇

〇
〇
円
、
賛
助
会
員
一
〇
〇
〇
〇
円

◎
年
会
費
は
、
銀
行
口
座･

ゆ
う
ち
ょ
口
座
か

ら
の
自
動
払
込
み
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
年
会
費
を
お
振
込
み
で
納
入
さ
れ
る
場
合

み
ず
ほ
銀
行
四
谷
支
店
　
普
通
預
金

口
座
番
号
　1115848

口
座
名
義
　
イ
エ
ズ
ス
カ
イ
セ
イ
ミ
キ

ト
シ
ョ
カ
ン
ト
モ
ノ
カ
イ

＊
お
名
前
の
後
に
会
員
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

◎
新
規
入
会
の
手
続
き
は
随
時
カ
ウ
ン
タ
ー

で
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
本
人
確
認
の
た

め
の
書
類
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
、

学
生
の
方
は
学
生
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

国
会
論
議
で
の
リ
ス
ク
と
は
？

国
会
で
は
、
「
安
保
」
法
制
を
め
ぐ
っ
て
い

ろ
ん
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
「
憲
法
」

を
ど
う
考
え
る
か
、
『
集
団
的
自
衛
権
』
と
「
九

条
」
は
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。

そ
の
審
議
の
模
様
を
見
た
り
聴
い
た
り
し
て

い
て
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し

も
自
衛
隊
が
軍
事
的
・
戦
闘
的
行
動
に
ま
き
こ

ま
れ
た
場
合
、
自
衛
隊
員
の
生
命
に
ど
の
よ
う

な
危
険
が
及
ぶ
の
か
。
細
か
い
議
論
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
与
党
の
議
員
も
野
党
の
議

員
も
し
き
り
に
「
リ
ス
ク
」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
ま
し
た
。
「
リ
ス
ク
」
が
増
大
す
る
と

か
、
抑
止
さ
れ
る
と
か
、
い
い
合
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
れ
が
何
と
も
他
人
ご
と
め
い
た
議
論

に
き
こ
え
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
安
易
な
考
え
方

自
衛
隊
員
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と

い
う
の
は
、
な
る
ほ
ど
「
リ
ス
ク
」
の
一
つ
の

状
態
で
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
別
に
間
違
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
わ
れ
わ

れ
の
日
常
生
活
の
ま
わ
り
に
は
、
い
つ
も
い
ろ

ん
な
「
リ
ス
ク
」
が
発
生
し
て
い
る
。
よ
く
考

え
て
み
る
と
、
リ
ス
ク
の
な
い
生
活
な
ど
お
よ

そ
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
日

常
的
に
お
こ
る
危
機
や
危
険
を
あ
ら
わ
す
言
葉

を
、
軍
事
的･

戦
闘
的
行
動
に
お
い
て
生
命
を

危
険
に
さ
ら
す
自
衛
隊
員
た
ち
の
場
合
に
あ
て

は
め
て
用
い
る
の
は
、
や
は
り
穏
当
な
話
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
に
も
安
易
な
考
え
方

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
葉
が
、
何
と
も
軽

い
の
で
す
。

「
犠
牲
」
と
い
う
べ
き
任
務

端
的
に
い
っ
て
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
国
を
守
る
自
衛
隊
員
の
リ
ス
ク
は
、
時
に
は

生
命
を
賭
け
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
と

の
本
質
に
お
い
て
、
「
リ
ス
ク
」
と
い
う
言
葉

よ
り
も
、
む
し
ろ
「
犠
牲
」
と
い
う
言
葉
に
よ

っ
て
あ
ら
わ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
任
務
で
あ
り
、

行
動
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
う
の
で
す
。

そ
の
行
動
の
重
大
性
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
よ
く
政
治
学
や
社
会
学
な
ど
で
使
わ
れ
る

「
リ
ス
ク
」
論
な
ど
で
カ
ヴ
ァ
ー
し
切
れ
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
わ
が
国
会
議
員
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
中

間
的
な
だ
け
で
意
味
不
明
な
言
葉
を
使
っ
て
自

衛
隊
員
た
ち
の
生
命
に
か
か
わ
る
重
大
問
題
を

議
論
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

無
責
任
な
態
度
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
ら
し
い

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
す
。

英
国
下
院
に
み
る
「
犠
牲
」

あ
ら
た
め
て
戦
後
七
十
年
を
ふ
り
返
っ
て
み

る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
が
こ
の
「
犠
牲
」

と
い
う
言
葉
を
い
か
に
タ
ブ
ー
視
し
、
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
か
が
わ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
直
視
す
べ
き
こ
と
を
リ
ア
ル
に
語
ろ
う

と
し
な
い
、
怯
懦
の
歴
史
だ
っ
た
こ
と
が
浮
上

し
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

参
考
の
た
め
に
、
英
国
の
場
合
を
と
り
あ
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。
英
国
下
院
議
会
の
開
会
中
に

は
、
毎
週
水
曜
日
に
な
る
と
「
党
首
討
論
」(
首

相
の
ク
エ
ス
チ
ョ
ン･

タ
イ
ム)

が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
そ
の
さ
い
首
相
は
討
論
を
は
じ
め
る
冒

頭
で
、
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
戦
死
し

た
犠
牲
者
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
挙
げ
て
、
そ

の
所
属
と
と
も
に
読
み
上
げ
る
慣
わ
し
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
家
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た

同
胞
の
鎮
魂
の
た
め
、
追
悼
と
感
謝
の
言
葉
を

表
明
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

勇
気
と
献
身
を
た
た
え
る
慣
例

た
ま
に
名
前
が
出
て
こ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
、
ま
ず
戦
死
の
発
表
が
名
前
抜

「
リ
ス
ク
」
と
「
犠
牲
」
の
差
異

宗 

教 

学 

者     
山
折 

哲
雄

マザーテレサ来て、わたしの光になりなさい！ マザー･テレサ著         女子パウロ会
教皇フランシスコ講話集２           教皇フランシスコ著      カトリック中央協議会
吉満義彦：詩と天使の形而上学       若松英輔著              岩波書店
神学の思考：キリスト教とは何か     佐藤優著                平凡社
シスターたち：その歴史と今と未来に向かって 林義子著                女子パウロ会
遺稿集「南無アッバ」の祈り�        井上洋治著              日本キリスト教団出版局
それでも誰かが支えてくれる�        高木慶子著              大和書房
永井隆：原爆の荒野から世界に「平和」を     片山はるひ著�      日本キリスト教団出版局
聖路加病院で働くということ         早瀬圭一著�      岩波書店
イチジクの木の下で                 山浦玄嗣著              イー･ピックス
いと高き貧しさ：修道院規則と生の形式    ジョルジョ･アガンベン著 みすず書房
司祭平服と癩菌：岩下壮一の生涯     輪倉一広著              吉田書店
帰還兵はなぜ自殺するのか           デイヴィッド･フィンケル著  亜紀書房
漫画塩狩峠                         三浦綾子原作            いのちのことば社
こころのティースプーン             ハビエル･ガラルダ著     聖母の騎士社

近頃、聖三木図書館でよく読まれている本 2015年6月

閲
覧
室
中
央
に
あ
る
聖
母
子
像
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奇
跡
と
い
わ
れ
る
「
信
徒
発
見
」

今
年
は
、「
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
発
見
百
五
十

年
」
を
祝
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
一
八
六

五
年
三
月
十
七
日
、
そ
れ
よ
り
一
か
月
前
に
献

堂
さ
れ
た
大
浦
天
主
堂
を
、
浦
上
の
キ
リ
シ
タ

ン
十
四
～
五
名
が
見
物
に
訪
れ
た
。
そ
の
一
人

で
あ
る
杉
本
ゆ
り
が
、
宣
教
師
に
「
こ
こ
に
お

り
ま
す
私
た
ち
は
、
み
な
あ
な
た
さ
ま
と
同
じ

こ
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
そ
れ
か
ら
「
サ
ン

タ･

マ
リ
ア
の
ご
像
は
ど
こ
？
」
と
、
続
け
て

尋
ね
た
。

こ
の
出
来
事
は
、
全
教
会
に
と
っ
て
歴
史
的

な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
約
二
百
五
十
年
の
間
信

仰
に
対
し
て
の
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
続
け
、
そ

れ
に
一
人
の
司
祭
も
な
く
、
信
徒
だ
け
で
先
祖

か
ら
伝
え
ら
れ
た
信
仰
を
守
り
通
し
た
こ
と
は
、

奇
跡
的
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

唯
一
信
仰
を
守
り
通
し
た
曽
祖
父

と
こ
ろ
で
、
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
上
の

リ
ー
ダ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
ド
ミ
ニ
コ
高
木
仙

右
衛
門
は
、
私
の
曾
祖
父
に
当
た
る
が
、
そ
の

血
筋
を
外
し
て
考
え
る
と
き
、
偉
大
な
信
仰
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
高
木
家
に
残
さ
れ

て
い
る
「
覚
え
書
き
」
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
覚
書
は
津
和
野
か
ら
長
崎
に
帰
っ
て

き
た
後
、
プ
チ
ジ
ャ
ン
師
が
「
長
崎
と
津
和
野

で
受
け
た
拷
問
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
に
な
っ
た

こ
と
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ

る
点
は
、「
四
番
崩
れ
」
の
初
め
に
長
崎
で
浦

上
キ
リ
シ
タ
ン
六
八
人
が
投
獄
さ
れ
、
そ
の
後

に
十
五
人
が
追
加
さ
れ
八
三
人
が
、
残
酷
な
拷

問
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
厳
し
さ
に

耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
八
二
人
は
、
背
教
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
一
人
だ

け
信
仰
を
守
り
通
し
た
の
が
仙
右
衛
門
で
あ
っ

た
。

信
徒
発
見
後
に
も
続
く
迫
害

も
し
、
こ
の
時
仙
右
衛
門
も
信
仰
を
捨
て
て

い
た
な
ら
、
日
本
に
於
け
る
今
日
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
の
政
府
も
役
人
も
「
拷
問
を
受
け
る
と
す

ぐ
に
信
仰
を
捨
て
る
キ
リ
シ
タ
ン
か
・
・
・
」

と
、
相
手
に
も
し
て
く
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
日
本
に
お
け
る
キ

リ
シ
タ
ン
の
最
後
の
迫
害
「
四
番
崩
れ
」
が
起

こ
る
が
、
こ
の
迫
害
こ
そ
、
日
本
人
が
神
の
恵

み
に
よ
っ
て
頂
い
た
信
仰
の
深
さ
と
広
さ
を
全

世
界
に
伝
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

こ
の
「
四
番
崩
れ
」
は
、
浦
上
村
総
村
民
が

二
二
ケ
所
に
分
か
れ
て
流
刑
に
さ
れ
た
迫
害
で

あ
っ
た
が
、
仙
右
衛
門
は
も
っ
と
も
拷
問
が
厳

し
か
っ
た
津
和
野
に
送
ら
れ
た
。
そ
こ
で
の
拷

問
は
様
々
の
手
段
が
使
わ
れ
た
が
、
特
に
悲
惨

な
も
の
は
「
氷
詰
め
」
で
あ
り
、
数
セ
ン
チ
の

氷
が
張
っ
て
い
る
池
の
中
に
裸
で
沈
め
ら
れ
、

意
識
が
遠
の
く
と
池
か
ら
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

何
回
も
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
拷
問
に
も
耐
え
、
明
治
政
府
に

よ
る
六
年
二
月
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
が
廃
止

さ
れ
た
の
を
受
け
、
津
和
野
で
迫
害
を
受
け
て

い
た
人
々
と
共
に
、
長
崎
に
帰
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
る
。

神
の
ご
計
画 

仙
右
衛
門
の
帰
還

仙
右
衛
門
が
想
像
を
超
え
る
拷
問
に
も
耐
え

て
帰
郷
で
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
私
の
個
人
的

な
考
え
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
神
様
の
ご
計
画
は
、

仙
右
衛
門
を
生
き
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
地

の
流
刑
地
よ
り
帰
還
し
た
後
の
浦
上
で
の
人
々

の
生
活
が
平
穏
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め

に
、
仙
右
衛
門
を
お
使
い
に
な
る
た
め
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
帰
郷
し
た
人
々

の
間
に
は
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
人
々

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
一
殉
教
者
を
出
し
た

家
族
、
棄
教
し
な
い
で
信
仰
を
守
り
続
け
て
帰

郷
し
た
人
々
、
そ
し
て
、
棄
教
し
た
人
々
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
人
々
が
同
じ
村
で
生
活
を
す

る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
を
抱
え
る
こ
と
も

想
像
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
仙
右
衛
門
は
帰

郷
し
た
す
ぐ
後
に
、
流
刑
地
で
の
こ
と
は
、
タ

ブ
ー
に
す
る
こ
と
を
、
村
人
に
呼
び
か
け
た
と

の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
そ
の
呼
び
か
け
を
し
た

仙
右
衛
門
の
言
葉
に
は
力
が
あ
っ
た
と
、
容
易

に
想
像
で
き
る
。
仙
右
衛
門
は
長
崎
で
の
拷
問

に
も
一
人
耐
え
、
ま
た
津
和
野
で
の
残
酷
な
仕

打
ち
に
対
し
て
も
信
仰
を
守
り
通
し
た
こ
と
は

誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
仙
右
衛
門
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
浦
上

の
キ
リ
シ
タ
ン
は
平
和
の
う
ち
に
相
互
に
支
え

合
い
な
が
ら
、
信
仰
を
強
め
て
行
っ
た
の
で
な

い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
も
正
し
く
聖
三
位
の
神

の
御
慈
し
み
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
浦
上
キ
リ

シ
タ
ン
の
歴
史
は
神
の
な
さ
る
御
業
を
見
え
る

形
で
開
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
神
に
感
謝
。

【
高
木 

慶
子
氏
】
熊
本
県
生
ま
れ
。
聖
心
女
子

大
学
文
学
部
卒
業
。
上
智
大
学
大
学
院
神
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
博
士
（
宗
教
文
化
）。

現
在
、
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任

所
長
、「
生
と
死
を
考
え
る
会
全
国
協
議
会
」

会
長
。
援
助
修
道
会
会
員
。
著
書
と
し
て
『
そ

れ
で
も
　
人
は
生
か
さ
れ
て
い
る
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所
）、『
悲
し
ん
で
い
い
　
大
災
害
と
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
な
ど
多
数
。

高
木 

慶
子

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

JR･地下鉄
四ッ谷駅徒歩3分

四谷駅前

JR
四ッ谷駅

地下鉄
四ッ谷駅

上智大学

2F
聖三木
図書館

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会

聖三木図書館案内図

「
四
番
崩
れ
」
に
も
耐
え
た

               

曾
祖
父･

高
木
仙
右
衛
門

東
京･

立
川
市
に
あ
る
国
立
昭
和
記
念
公
園
に
は
季
節
ご
と
に

花
々
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西
立
川
駅
に
直
結
し
た
入
口
か

ら
す
ぐ
に
あ
る
「
紅
葉
橋
」
付
近
に
は
、
４
月
末
か
ら
５
月
初
旬

と
も
な
る
と
、
薄
青
色
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
が
丘
一
面
を
埋
め
て
い
る
。

花
言
葉
は
『
ゆ
る
し
』
と
い
う
ネ
モ
フ
ィ
ラ
は
、
可
憐
な
一
年
草

だ
が
、
青
空
に
映
え
て
美
し
い
。

友
の
会
の
シ
ン
ボ
ル
・
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
花

高木 仙右衛門
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